
アカガレイ（⽇本海系群）

【要点】
・調査船調査結果と年齢別採集効率から資源量推定
・加⼊量は前年が多いと翌年も多い傾向が強い

・親⿂量は⽬標⽔準案（MSYを達成する親⿂量）を
上回っている

・現状の漁獲圧はMSY⽔準（Fmsy）を下回っている
・漁獲管理規則としてMSY基準に0.8をかけた漁獲
圧を提案（現状の漁獲圧はさらに低い状態）

・提案する漁獲管理規則案および現状の漁獲圧でも
10年後に⽬標管理管理基準値（案）を⾼い確率
（90%以上）で達成すると予測

（資料４）
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アカガレイ（⽇本海系群）

【第3回資源評価結果説明会からの指摘事項要点】

① 地域によっては現場感覚と異なる状況が⽣じて
いることから、その要因に関して説明するととも
に、今後の資源評価や資源管理にいかせるよう検
討していただきたい。

② 過去に資源量が減少した経緯や親⿂や加⼊群の
分布域について情報収集し、資源評価にいかせる
よう検討していただきたい。
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近年は、石川県・福井県・（新潟県）で減少、
兵庫県以西の全体に占める比率が増加傾向

県別漁獲量
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調査船調査（調査海域）

基本的にズワイガニの調査計画
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雌の分布調査結果（体⻑別）

兵庫・隠岐東⽅
に多い
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雄の分布調査結果（体⻑別）

兵庫・隠岐東⽅
に多い
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調査船調査（年齢別現存尾数）

調査船による採集結果
＊サイズ・年齢によって採集
効率（捕られやすさ）が異な
る。そのため、年齢別の採集
効率を求めて資源量を推定す
る必要がある。

2歳

2歳

体⻑（mm）

体⻑（mm）
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年齢別採集効率（この値で割って資源量推定）
雄雌

年齢別採集効率では、雌の7歳以上の平均と雄の6歳以上の平均は0.2とした
（上田・藤原2016）。

資源量の推定（年齢別採集効率）
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2000 2001 2002 ・・・ 2020 2021 2022
2歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
3歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
4歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
5歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
6歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
7歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
8歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
9歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

10歳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
11歳以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

2000年以降の調査結果（年齢別現存尾数：採集効率１）を基に
「調査船による年齢別現存量の年変化」と
「年齢別漁獲尾数による⽣残過程」が最も整合するように
「年齢別採集効率」を数値計算で探索的に求めた
（⾃然死亡は仮定値）。

資源量と年齢別採集効率の推定⽅法（参考）

年齢を追うごと
に個体数が減少

調査結果と年齢別漁
獲量で翌年の資源尾
数が推定可能

翌年の調査結果で推
定結果の検証が可能

この関係が⼀番
合うように推定
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年齢別資源量の推移
資源量は、2000年の2.45千トンから緩やかに増加して、2015年に58.9千
トンとなった。2016年からは減少し、2022年は40.4千トンであった。

資源量の推定（年齢別資源量）
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加⼊量と親⿂量の推移
親⿂量は、2000年の15.2千トンから緩やかに増加し、2014年に41.8千トンとなった。その後や
や減少の傾向を⽰し、2022年は34.1千トン*であった。加⼊量（2歳⿂）は、2000年代に多かっ
たが2009年から減少し、2012〜2016年は最も少なかった。しかし2018年以降に増加に転じた。

資源量の推定（親⿂量と加⼊量）
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再⽣産関係（親⿂量と加⼊量の関係）

・ホッケースティック型にあてはめた
・⾃⼰相関係数が⾼い：前年の加⼊量が多い（少ない）と

翌年も多い（少ない）

直近（2022年）の推定値は
不確実性が⾼いので除いた
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MSYの推定（管理⽬標の提案）

⽬標
管理基準値案

限界
管理基準値案 禁漁⽔準案 2021年の

親⿂量 MSY 2021年の
漁獲量

2万3400トン 1万トン 1500トン 3万3800トン 5900トン 3600トン
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漁獲圧（F）は、最⼤持続⽣産量（MSY）を実現する漁獲圧（Fmsy）を下回っている。
親⿂量（SB）は、最⼤持続⽣産量を実現する親⿂量（SBmsy）を2007年以降上回っている。

資源評価結果（神⼾プロット）
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漁獲管理規則案（研究者の提案）
漁獲管理規則としてMSY
基準（Fmsy）に0.8をかけ
た漁獲圧(0.8Fmsy)を提案

＊現状の漁獲圧はさらに
低い状態

漁獲管理規則が決まると、
TAC対象年の資源量に応じ
てABCが
資源量×漁獲割合（％）
として、算定される
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漁獲管理規則案の下での親⿂量と漁獲量の
将来予測（現状の漁獲圧は参考）
βを0.8とした場合の漁獲管理規則案に基づく将
来予測結果を⽰す。
0.8Fmsyでの漁獲を継続した場合、平均値とし
ては親⿂量はSBmsyを上回り、漁獲量はMSYを
やや上回る⽔準で推移する。

将来の漁獲量（千トン）

漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.8の場合）
現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（１万回のシミュレーションを試⾏）の90%
が含まれる範囲を⽰す。

MSY
⽬標管理基準値案
限界管理基準値案
禁漁⽔準案

将来の親⿂量（千トン）

SBmsy 23.4千トン

MSY 5.9千トン

本資料における、管理基準値等については、資源管理⽅針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

将来予測結果（親⿂量・漁獲量）
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漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.7〜1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2019〜
2021年の平均︓β＝0.45）の場合の平均親⿂量と平均漁獲量の推移を⽰す。2022年の漁獲量は、予測される
資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2023年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。β=0.8とした場合、
2023年の平均漁獲量は5.7千トン、2033年に親⿂量が⽬標管理基準値案を上回る確率は94％と予測される。

表1．将来の平均親⿂量（千トン）

表2．将来の平均漁獲量（千トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
本資料における、管理基準値等については、資源管理⽅針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

将来予測結果（親⿂量・漁獲量）
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⻑期的な漁獲データの変化（補⾜）
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沖合底びき網漁業による
漁獲データの推移（要点）

(1) 1970年代は努⼒量の増加に合
わせて漁獲量が増加

(2) 1980年代は⾼い努⼒量が維持、
資源密度指数と漁獲量が急速
に低下

(3) 1990年代以降の努⼒量は減少、
資源密度指数は増加

【指摘事項】②過去に資源量が減少した経緯や親⿂や加⼊群の分布域について情報収集し、
資源評価にいかせるよう検討していただきたい。

20


